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平成２７年度第７回常滑市教育委員会定例会会議録（概要） 

 

開  催  日 平成２７年１０月２２日(木) 

開 催 場 所 常滑市役所４階第３会議室 

時     間 開会  午後２時３０分 

閉会  午後３時４０分 

出 席 委 員    委 員 長 渡 辺 慶太郎   委   員 久 田 孝 寛 

委   員 鬼 頭 明 美   委   員 渡 邉 十三香 

教 育 長 加 藤 宣 和 

出席した職員 教育部長  榊 原 直 樹   学校教育課長 山 崎 巌 生 

学校教育課付課長 榊 原 寛 二   生涯学習スポーツ課長 竹 内 龍 夫 

学校給食共同調理場長 杉 江  勝   こども課指導主事 赤 井 治 美 

傍  聴  者 なし 

事 務 局 学校教育課課長補佐 伊藤 真由美     

議     案 （１）常滑市教育委員会点検及び評価報告書について 

報     告 （１）平成２７年度常滑市教育委員会上半期後援事業（４～９月受

付分）について 

その他（諸報告） 行事連絡（９月～１１月） 

 

発言者 発言の要旨 

委員長 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２７年度第７回教育委員会定例会を開催する。 

平成２７年度第６回教育委員会定例会会議録を各委員に諮り承認

された。 

 

会議録署名委員に久田孝寛氏を指名した。 

 

委員の皆様、こんにちは。本日の定例会は、１つの議案と１つの

報告を予定しております。なお、終了後に、市の教育組合との懇談

会が予定されております。よろしくお願いします。 

それでは、委員長・教育長の報告事項につきまして、前回の定例

会、９月２４日以降の主なもののみ、その概略を報告させていただ

きます。委員長、教育長の報告事項をご覧ください。 

９月２５日には、市議会協議会が開催されました。今回の付議事

件の中で、教育委員会関係としましては、８月２０日の第５回教育

委員会定例会でお認めいただきました「常滑市立小学校及び中学校

の通学区域に関する規則の一部改正について」つまり、常滑東小学

校の通学区域にある者は、常滑西小学校へ通学できるものとする。

という特定地域選択制について、議員にご説明をさせていただきま
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発言者 発言の要旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

した。 

９月２９日には、青海こども園、９月３０日には、常滑幼稚園、

１０月２日には、西浦北小学校、１０月１３日には、常滑東小学校

をそれぞれ記載のとおりの委員にご出席をいただき学校及び園訪問

を行いました。ご出席ありがとうございます。今回２園を訪問し、

現在、園では若い先生が多くなっているというか、年齢構成が若い

先生ばかりになってきていることを改めて実感しました。ベテラン

の職員の経験や知識の伝達が難しくなってきております。しかし、

そうした中で職員は園長や主任を中心に子どもの実態をしっかりと

捉えながら、取り組んでいる様子を見ることができました。また、

各小学校では、低学年については一学期に比べては、落ち着いてき

たというものの、依然と離席を繰り返したり、私語が多かったりす

る子どもたちがいて、ともすると、担任の指導が入らない場面もあ

りました。ただ、中学年、高学年と進むにしたがって、学習規律が

守られ、落ち着いて授業に取り組む子どもたちの姿に、先生方の日

ごろの努力と指導の確かさを見ることができました。 

１０月１４日には、知多市において、尾張部都市教育長会議が開

催されました。今回の議題は、３点ございました。１点目は、「教職

員のストレスチェックについて」、２点目は「学校支援ボランティア

について」、３点目は「小・中学校屋内開放施設（体育館・武道館）

の利用料金について」情報交換を行いました。    

１０月１５日には、知多地方教育事務協議会が開催されました。

今回は１つの議題がありました。１点目は、「平成２８年度教職員定

期人事異動方針について」、本年度の県の人事異動方針は昨年度とほ

ぼ同じであります。知多地方事務協議会の人事異動方針についても

昨年度どおりと提案され、可決されました。方針案をお配りしまし

たので、後程ご確認ください。その後、知多地方教育委員研修会が

開催され、「道徳教育にかかわる今日的課題」というテーマで国立教

育政策研究所の澤田浩一教育課程調査官より、ご講演をいただきま

した。各委員にはご出席をいただき、ありがとうございました。 

１０月１６日には、小鈴谷小学校鈴渓資料室落成式を行いました。

これは、今まであった資料室を学校以外の方々にも見やすくする。

また、貴重な資料の傷みを軽減する等を目的として、３階にあった

資料室を２階に移設したものです。石田退三記念財団及び盛田昭夫

氏の奥様からのご寄付で行いました。とても見やすく、立派な部屋

になりましたので、是非、教育委員にも一度足をお運びいただきた

いと思います。 
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発言者 発言の要旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

学校教育課長 

こども課指導主事 

学校給食共同調理場 

生涯学習スポーツ課担当 

委員長 

 

 

 

委員３ 

 

 

 

 

学校教育課付課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員３ 

 

学校教育課付課長 

９月２１日には、月に一度の「第６７回下村まなみさんの連絡会」

を開催しました。今回の議題は、１１月８日（日）にまなみさんの

ご家族やご友人、各小中学校の職員や教育委員会の職員など５０名

弱のご出席をいただき実施するキャンプ場近辺の捜索活動について

話し合いを持ちました。当日は、郡上警察の方々もご協力をしてい

ただけると聞いております。何か良い手掛かりがあってほしいと願

っております。 

以上でご報告とさせていただきます。 

 

議案第１号、常滑市教育委員会点検及び評価報告書について説明

をお願いします。 

資料に基づき説明。 

資料に基づき説明。 

資料に基づき説明。 

資料に基づき説明。 

大変多岐に亘る盛り沢山な内容をご説明ありがとうございまし

た。評価の仕方として、新規・改善・発展・継続の評価の内容が付

いたことで、盛り沢山の内容も理解し易くなったと思います。何か

ご意見はございませんでしょうか。 

いくつかご質問させていただきます。まず始めに５ページの（１）

特別支援教育推進事業の一番下の下線、「従来の就学先決定のしく

みを改め、就学後の支援についても検討することとした」とありま

すが、新しい取り組みに変わったということですが、具体的にどの

ような支援をしようと考えてみえるのでしょうか。 

これまでの「就学指導委員会」では、就学入学に際して支援をし

ており、どこに就学入学するのが適当であるかということを検討す

る場でありました。それが昨年から名称が「教育支援委員会」とな

り、入学後も、どのような支援ができるかという中で、人的なこと、

特別支援学級の中で、どのように個別に教材を使って支援していく

かということ等を検討していきます。この委員会には、医師の方に

も入っていただいており、学校がどのような支援をしたらよいかと

いう専門的な意見を、個別にいただけるということで始まっていま

す。実際には、この委員会では非常に沢山の子供たちが関わるので、

就学後の支援については、それほど話題にはなっていないです。 

以前の「就学指導委員会」の時には、就学について指導していた

が、実は継続的な支援もやっていたのでしょうか。 

それぞれの学校では行っていましたが、市全体の話し合いには上
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発言者 発言の要旨 

 

 

 

委員３ 

 

学校教育課付課長 

委員３ 

 

 

 

学校教育課付課長 

 

委員３ 

 

学校教育課付課長 

委員長 

学校教育課付課長 

委員３ 

 

 

 

生涯学習スポーツ課担当 

 

 

 

委員長 

 

生涯学習スポーツ課担当 

 

 

委員１ 

 

 

 

 

 

 

がってはきませんでした。これは、国の法律の改正に伴って、就学

後についても支援を関係者が集まって検討すべきということから変

わってまいりました。 

それでこれからはこのようなやり方でやっていくということです

ね。 

はい。そうです。 

次に１０ページの言葉の意味が読み取れなかったのですが、「朝

の読書」は全ての小中学校で実施していることがわかりましたが、

「読み聞かせ活動」は全ての小学校で積極的に取り組んでいるとい

う解釈でよろしいでしょうか。 

おっしゃるとおり、各学校で読み聞かせを行っていると承知して

おります。 

少しそのフレーズを入れておいた方がよいのではと思ったのです

が。 

ありがとうございます。 

「各小学校では」でなく、「全ての小学校」とするのですね。 

はい。そうです。 

もう一点よろしいですか。２９ページの（７）「図書館における利

用の促進及び図書サービスの充実」の一番下「新規取り組み事業」

で「地場産業との連携イベント」とありますが、具体的にどんなこ

とを行ったのか教えていただけますか。 

地場企業との連携事業といたしましては、ＬＩＸＩＬさんとイナ

ックスライブミュージアムでの朗読会や、タイル博物館でのお話し

会など、主にイナックスとの共同事業を地場産業として行っており

ます。 

地場企業がＬＩＸＩＬということですね。ちょっと企業の規模が

大きいので、地場企業というイメージがわかないですね。 

伊奈製陶創業者の伊奈長三郎氏の御命日に合わせて行っている

「陶と灯の日」に灯篭作り教室という形でも、図書館が行っており

ます。 

非常にたくさんの項目内容を解り易くまとめていただいて、よく

わかりました。学識経験者の方に「全般的に適切に実施されている」

というご意見をいただいており、それに尽きると思います。少しわ

からないので、教えていただきたいのですが、２１ページの今後の

取り組みと方向性の一番下に「幼保連携認定こども園教育・保育要

領」とありますが、幼稚園教育要領と保育園の保育指針は、ほとん

ど内容的に同じようなものですよね。 
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発言者 発言の要旨 

こども課指導主事 

 

委員２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

委員長 

 

生涯学習スポーツ課担当 

委員３ 

 

 

生涯学習スポーツ課担当 

委員３ 

 

生涯学習スポーツ課担当 

委員３ 

生涯学習スポーツ課担当 

 

 

 

委員３ 

 

はい。二つを合わせてもので、改良事項など少し内容が膨らんでい

ます。 

盛りだくさんの内容ですが、３２ページの常滑市体育協会につい

て、私も体協の青海支部で活動していた時期があり、こういった内容

の一つに関わっていたのだと今更ながら感じているところです。色々

な地区が催し物を開いた後に、その参加者たちが自主的にチームを組

んで活動できるようにしてきているということで、意味があると思い

ました。３３ページの（３）「中学校部活動への指導者派遣の充実」

ということで、アンダーラインの「指導者の新規発掘や依頼に努め、

地域の指導者（１５人）」とありますが、先生の中にもスポーツをさ

れない先生がいたり、学習面のことでなかなか部活動まで目が行き届

かないという現状がある中で、こういった地域の素晴らしい方を発掘

して、子どもたちと接する機会をたくさん作ることは、技術もそうで

すが、子どもたちにとっても大変すばらしい企画だと思います。色々

な方から情報をもらって、こういった指導者をたくさん見つけ出して

いただければと思います。 

ありがとうございました。他にご意見等はございませんでしょう

か。無いようでしたら、議案第１号常滑市教育委員会点検と評価報告

書について承認とさせていただきます。 

 

報告第１号、平成２７年度常滑市教育委員会上半期後援事業（４～

９月受付分）について説明をお願いします。 

資料に基づき説明。 

こちらの報告書も新規とか継続と記入した方が解り易いのではな

いでしょうか。毎回、ご説明していただいていますが、一覧表を見る

だけで、具体的に新しいものが多いなど見える化できると思います。 

はい。ご指摘のとおり下半期より改善させていただきます。 

総合して例年よりも数はどうでしょうか。例年よりも多いのでしょ

うか。 

昨年と比較しまして、生涯学習担当分では９件の増です。 

減ったものはないですか。 

減ったものも、昨年度は行っていたが、今年は行っていないかった

ものもございます。これは、隔年で行っている事業もありますので、

そういったものもございますが、生涯学習担当分で９件、スポーツ担

当分で３件の増となっております。 

全部でそれだけ増ということですね。４７項目ある中で、去年はそ

れよりも少し少ないということですね。 
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発言者 発言の要旨 

委員長 

学校教育課長 

委員長 

その他の行事連絡（１０月～１２月）報告をお願いします。 

 資料に基づき説明。 

他になければ、これをもって平成２７年度第７回教育委員会定例会

を閉会します。 

 

 


